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神戸地域一体化リハビリテーションコンソーシアム（キュア神戸）本会議 委員名簿 

                                

（50音順・敬称略） 

氏  名 役    職 

伊賀 浩樹 神戸市ケアマネジャー連絡会 代表理事 

石川 朗   神戸在宅呼吸器ケア勉強会 世話人代表 

伊藤 清彦  神戸市薬剤師会 会長 

置塩 隆    神戸市医師会 会長 

北  徹 
神戸市地域包括ケア推進部会長 

神戸市看護大学理事長 

北井 豪    

国立循環器病センター医長 

中央市民病院非常勤医師 

ワーキングチームリーダー 

幸原 伸夫   神戸市立医療センター中央市民病院 リハビリテーション科 部長 

小澤 修一   西記念ポートアイランドリハビリテーション病院 院長  

坂井 信幸 
兵庫県循環器病対策協議会 副会長 
神戸広域脳卒中地域連携協議会 代表幹事 

榊  由美子  兵庫県栄養士会 会長 

 高橋  玲比古  神戸市第二次救急病院協議会 会長 

田中 義之  兵庫県言語聴覚士 代表理事 

長尾 徹   兵庫県作業療法士会 会長   

成田 康子   兵庫県看護協会 会長 

西  昴   神戸市民間病院協会 会長 

花田 裕之  神戸市健康局 局長 

平田 健一 
兵庫県循環器病対策協議会 会長 

神戸心不全ネットワーク代表 

古川 裕   神戸市立医療センター中央市民病院 循環器内科 部長 

細谷 亮 神戸在宅医療・介護推進財団 理事長 

間瀬 教史 兵庫県理学療法士会 会長   

資料１ 



事務局

氏　名 所　　属

丸一　功光 常務理事

上田　訓弘 経営企画部長

西脇　真造 経営企画部財務担当課長

友次　健夫 経営企画部担当課長

熊谷　保徳 健康局副局長

須田　保之 健康局病院等調整担当課長

オブザーバー

氏　名 所　　属

岩田　健太郎 中央市民病院 リハビリテーション科 技師長代行
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キュア神戸
(Consortium of seamless and comprehensive rehabilitation in Kobe)

1

1. 急性期・回復期・生活期リハビリテーションを包括する一体化プログラムを構築し運用する。

2. 一体化プログラムを通じて各々に関わる医療機関の機能分化と相互連携を図る。

3. 関係するセラピスト・医師・看護師・地域連携担当職などの教育育成と相互連携を図る。

4. 全ての疾患別リハを対象とするが、当面は一体化プログラムが未熟な内部障害リハ、特に

心不全をモデル事業とする。

5. 一体化プログラムによって医療者のみならず患者本人が病態とリハビリテーションの見通しを

持つことができ、行動変容を期待する。

 リハビリテーションの地域連携を目的としたコンソーシアム（協議会）設立する。

2022年1月12日 キックオフミーティング

資料２



キュア神戸の設立背景①

• 急性期も回復期もリハ職は、自院入院中の患者の状態とリハ成果のみを把握。

• 患者の退院後の行き先は知っているが、どんな状態になったか把握していない。

• 自院以外の病院の「リハサービス内容」や「成果のものさし」を知らない。

回リハ病院急性期病院

本人にとっては一連の入院

急性期リハ職

前半知っている

回復期リハ職

後半知っている

自宅

生活期リハ職

？

退院後の生活
退
院

 神戸市医療圏の医療機関に所属するリハ専門職の問題意識

２

中央市民病院リハ科技師長代行
岩田健太郎



対象： 中央市民病院における65歳以上の心不全入院患者
ランダム化研究同意あり

介入群：退院時多職種カンファレンス＋積極的訪問リハ+
在宅遠隔診断
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ハザード比：0.53 (0.29-0.98)
ログランク p＝0.031

介入群 (61例)

通常群 (60例)

内部障害リハは予防医療であり、
患者QOLのみならず生命予後も
改善する！（パラダイムシフト）

３

キュア神戸の設立背景②



回復期リハ

フレイル予防事業

ケアマネ

急性期 回復期 生活期（自宅・施設）

外来・訪問リハ

 内部障害を対象に、急性期から在宅まで切れ目のないリハビリテーション医療の提供体制を構築する。

 心不全リハをモデル事業として運用を開始し、順次リハ対象を呼吸不全リハと腎不全リハに拡大する。

キュア神戸の概念図

４



 脳卒中・循環器病対策基本法2018年成立、基本計画2020年閣議決定

 数値目標：2040年までに３年以上の健康寿命延伸、年齢調整死亡率減少

 個別施策：

① 循環器病を予防する健診の普及や取組の推進

② 救急搬送体制の整備

③ 救急医療の確保をはじめとした循環器病に係る医療提供体制の構築

④ 社会連携に基づく循環器病対策・循環器病患者支援

➡多職種連携し医療・介護・福祉を提供する地域包括ケアシステム構築の推進

⑤ リハビリテーション等の取組

➡急性期～回復期、維持期・生活期等の状態や疾患に応じて提供するなどの推進

⑥ 循環器病に関する適切な情報提供・相談支援

⑦ 循環器病の緩和ケア

⑧ 循環器病の後遺症を有する者に対する支援

⑨ 治療と仕事の両立支援・就労支援

⑩ 小児期・若年期から配慮が必要な循環器病変の対策

循環器病対策推進基本計画

５

兵庫県
循環器病対策

協議会
キュア神戸



キュア神戸の行程表（案）

６

 本会議でキュア神戸の運営に関して広い視野で議論し、大きな方向性を決定。6回開催予定

 実務経験豊富なメンバー（30名）でWGをつくり、地域一体化リハプログラムの構築と運用の実務の中心として活動。

地域一体化リハプログラム
構築

心不全パイロット
運用（コア施設）

キュア神戸の

本格運用

内部障害リハを介した
地域包括ケアシステム

④ ⑤

（R４年１月）

R３年度４Q R４年度前半 R４年度後半 R５年度

• 医療機関の機能分化と役割分担の検討、経営的側面の検討

• セラピスト・地域連携担当者・訪問看護師・ケアマネ対象の講演会と研修

• 情報システムのデータベース構築、アプリのカスタマイズ

キックオフ
ミーティング

② ③ ⑥

呼吸不全プログラム構築

心不全リハ本格運用＊

＊情報システムのデータベース構築ができ次第心不全リハから本格運用を開始するが、
キュア神戸としての本格運用はカスタマイズしたアプリの実装ができてから開始する。



January 12, 2022

CURE-Kobe Kick-off meeting

北井 豪

Takeshi Kitai, MD, PhD

資料３
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運用の実際
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身体機能評価
ADL/認知機能評価

症例1. 心不全、82歳女性、要支援1

入院 退院

心不全治療

住環境、介護・福祉サービス利用の確認
(介護度の把握、ケアマネとの連携) 急性期リハ

基本チェックリスト(KCL)：17点
4
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身体機能評価
ADL/認知機能評価

退院前カンファレンス

日常生活動作（FIM）：67点

退院後のリハビリプラン計画 回復期リハ
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Webアプリを用いた情報共有
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介護保険の変更申請

回復期リハ転院→在宅リハ
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身体機能評価
ADL/認知機能評価

入院 退院

肺炎治療

住環境、介護・福祉サービス利用の確認
(介護度の把握、ケアマネとの連携) 急性期リハ

身体機能評価
ADL/認知機能評価

退院前カンファレンス介護保険の新規申請

日常生活動作（FIM）：117点基本チェックリスト(KCL)：1１点

在宅リハ

症例2. 誤嚥性肺炎、86歳女性、介護保険なし

Webアプリを用いた情報共有

在宅リハ

退院後のリハビリプラン計画
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身体機能評価
ADL/認知機能評価

入院 退院

腎不全治療

急性期リハ

身体機能評価
ADL/認知機能評価

退院前カンファレンス

申込書を神戸市にあんしん健やかセンターにFAX

6ヶ月間の改善プログラム

フレイル改善
通所サービス

通所型サービス

有資格者による

専門的なサービス
の提供

介護予防通所サービス
（有資格者）

日常生活動作（FIM）：121点基本チェックリスト(KCL)：5点

症例3. 慢性腎不全、68歳男性、介護保険なし

Webアプリを用いた情報共有

フレイル予防事業

12



症例1
82 F, 心不全, 要支援1
KCL: 17, FIM: 67

症例2
86 F, CKD

KCL: 11, FIM: 117

症例3
68 M, CKD

KCL: 5, FIM: 121

55% 18% 11% 16%心不全入院患者
(n=316)
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Webアプリによる対応に関して
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データベース構築に関して
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バイタルリンク利用開始までの手順

利
用
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スケジュールについて 

 

 

１．進め方について 

 本会議と実務経験豊富なワーキンググループが有機的に連携しながら、地域一体化リハビリテ

ーションプログラムを策定していく。 

 

 

 

２．今後のスケジュール（令和４年度） 

 ※ここで言うプログラムとは、地域一体リハビリテーションプログラムの事を言う。 

 

 

 

 

 

 

 

開催時期

（予定） 
回 主な議題 

令和４年

４月頃 
第２回 

・心不全プログラム素案の検討 

(ワーキンググループからの提案を受けて) 

令和４年

７月頃 
第３回 

・心不全プログラム原案の検討 

・心不全パイロット運用（コア施設）実施について 

令和４年

10月頃 
第４回 

・心不全プログラム修正案の検討（パイロット運用を受けて） 

 ・心不全リハ本格運用実施について 

令和５年

１月頃 
第５回  ・呼吸不全プログラムの検討 

資料４ 



 

 

 

神戸地域一体化リハビリテーションコンソーシアム（キュア神戸）  

会則 

 

（名称） 

第１条 本協議会は、神戸地域一体化リハビリテーションコンソーシアム（キュア神戸） 

と称する。 

（目的） 

第２条 本協議会は、今後迎える超高齢化社会や多疾患・重複障害という疾病構造の変化等を 

踏まえ、リハビリテーションの分野においてこれまでの疾患別・病期別から全身・全体像を 

把握するリハビリテーションモデルの構築が求められていることを鑑み、神戸市域において 

包括的一体化リハテーションプログラムを構築するとともに、切れ目のない多職種による地 

域における一体化リハビリテーションの普及をめざし、地域包括ケアシステムに資する取り 

組みを推進するために設置する。 

 

(事業) 

第３条 本協議会は前条の目的を達成するために次の事業を行う。 

（１）急性期・回復期・生活期リハビリテーションを包括する一体化プログラムの構築・運用 

（２）一体化プログラムを通じて各々に関わる医療機関の機能分化と役割分担の促進 

（３）関係するセラピスト・医師・看護師・地域連携担当職などの教育育成と相互連携の促進 

（４）その他、本協議会の目的を達成するための事業 

 

 (会議) 

第４条 会議は運営に関する大きな方向性を決定する本会議及び具体的な取り組みを検討する 

 ワーキングチームにより行う 

 

(委員) 

第５条 本会議及びワーキングチームの委員は神戸在宅医療・介護推進財団理事長が任命す 

る。 

２ 本会議に議長及び顧問を置き、委員の互選により選任する。 

 

（事務局） 

第６条 本協議会の事務局は神戸在宅医療・介護推進財団及び神戸市が務める。 

 

附 則 

 この会則は、令和４年１月 12日から施行する。 

参考資料１ 
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神戸地域一体化リハビリテーションコンソーシアム（キュア神戸） 

ワーキングチーム 委員名簿 

 
   （50音順・敬称略）       

氏  名 役    職 

伊賀 浩樹  神戸市ケアマネジャー連絡会 代表理事 

井澤 和大 神戸大学大学院保健学研究科 保健学専攻 准教授 

岩崎 美智子   もみじ訪問看護ステーション 所長  

岩田 健太郎 
神戸市立医療センター中央市民病院 リハビリテーション科  
技師長代行 

上野 勝弘  西記念ポートアイランドリハビリテーション病院 統括科長 

戎   智史   
兵庫県理学療法士協会西支部支部長 
名谷病院 リハビリテーション科 主任 

沖山 努    神戸リハビリテーション病院 リハビリテーション部 部長 

尾﨑 朋子   神戸リハビリテーション病院 総合支援相談室 室長 

尾原 信行 神戸市立医療センター中央市民病院 脳神経外科 医長 

梶家 愼吾  リハビリ訪問看護ステーション蕾 所長 

喜田 直樹  本山リハビリテーション病院 リハビリテーション科 科長 

◎北井 豪 
国立循環器病センター医長 
神戸市立医療センター中央市民病院 リハビリテーション科 
非常勤医師 

木澤 清行             
兵庫県理学療法士協会理事  
リハビリ訪問看護ステーション蕾 

衣川 広美  神戸在宅医療･介護推進財団 地域包括ケア推進室 担当課長 

清原 直幸 
兵庫県理学療法士協会東支部支部長  
神戸マリナーズ厚生会病院 リハビリテーション科 科長 

小塚 ひとみ 神戸市薬剤師会 常務理事 

小林 成美    神戸大学医学部付属病院 特命准教授(医科学分野) 

栄  健一郎   適寿リハビリテーション病院 理事 経営本部副本部長 

崎本 史生 
神戸リハビリテーション病院 リハビリテーション部  
主任代理 
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芝  さやか  
兵庫県言語聴覚士協会理事  
しあわせ訪問看護ステーション 主任代理 

鈴木 佑弥 リハビリ訪問看護ステーション蕾 

高田 郁子 西記念ポートアイランドリハビリテーション病院 看護部長 

立川 良  神戸市立医療センター中央市民病院 呼吸器内科 医長 

谷   知子 
神戸市看護大学 教授 
神戸市立医療センター中央市民病院 循環器内科 非常勤医師 

塗田 一雄  
兵庫県作業療法士協会 神戸ブロック長  
神戸リハビリテーション病院 リハビリテーション部 主任 

服巻 洋子               
兵庫県言語聴覚士協会副会長  
荻原みさき病院リハビリテーション部 部長 

丸山 佳子 神戸市 福祉局 介護保険課担当課長 

三木 竜介  神戸市 健康データ活用専門官 

村井 亮介 神戸市立医療センター中央市民病院 循環器内科 医師 

〇山根 光量 山根クリニック院長 

山崎 初美                     神戸市 健康局 保健企画担当局長 

米谷 久美子    神戸市立医療センター中央市民病院 地域医療連携室 課長 

◎はリーダー、〇はサブリーダー 

 

 

 

 


